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一つは、IP NGNによって、ネット

ワーク全体の付加価値をより高める

ということです。２つ目は、 I P

NGNをベースに、日本経済の活性

化を図りたいということです。我々

は、IP NGNにより日本の経済上昇

率を1.5％～３％程度高めることが

できると試算しています。３つ目は、

お客様の利便性の向上です。

―利便性の観点では、消費者の利用

ニーズが高度化している…。

堤 サービスプロバイダーが提供す

るネットワークサービスに対し、お

客様は受動的・選択型のサービス利

用から、参加型・創造型へと高度化

してきており、これに伴いサービス

プロバイダー側も、単なる接続・処

理から相互作用や活性化への対応な

ど、カスタマイズ化が求められてき

ています。このような進化を我々は、

“Experience”と称しています。利

用者は経験を積むことで、「単なる

通信接続を超えたサービス」を求め

ています。例えば、消費者は、音声

通信やビデオ（動画）、データ通信、

そしてモビリティ等のサービスバン

ドリングを求めていますし、企業の

ニーズは可用性と安全性の高いマネ

ージド・サービスへの要望が高まっ

ています。

―サービスプロバイダーのサービ

ス・モデルも進化してきている。

堤 加入者のパーソナル化、通信伝

送ベースのサービスモデルからコン

テンツベースへのサービス革新、マ

ス向けサービスのバンドリングによ

るカスタム対応、高可用性の担保、

アプリケーション認知機能に基づく

QoSの導入と課金など、サービスの

進化が求められています。しかも進

―貴社ではサービスプロバイダー向

けのテクノロジービジョンとして、

IP NGNを提唱されています。初め

に、IP NGNのコンセプト、狙いか

らお聞かせください。

堤 シスコは、顧客層ごとに、エン

タープライズ向けSONA（Service

Oriented Network Architecture）、

コマーシャル向け　ホールオファ

ー、コンシューマー向け　ホームネ

ットワークコネクション、そしてサ

ービスプロバイダー向けのIP NGN

といった4つのビジョンを提唱して

います。IP NGNは、音声、ビデオ、

データ、さらには将来発達するいか

なるコミュニケーションモデルにも

順応するオープンかつオールメディ

アコミュニケーションサービスをサ

ポートする新時代型 IPベースのネ

ットワークです。IP NGNでは、ネ

ットワーク、サービス、アプリケー

ションの３つのレイヤーを融合（コ

ンバージェンス）します。

私どもがIP NGNを提唱する背景

として、大きく３つ挙げられます。
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化に伴い、事業／サービスの垣根が

崩壊し、競争環境が激変するものと

思われます。こういった進化に対応

したサービスプロバイダーを我々は

“Experience Provider”と称してい

ます。

こういったサービスプロバイダー

の進化を実現するためには、縦割り

のネットワークでは実現できませ

ん。そのためのオープン・サービ

ス・デリバリー（NGN）に求めら

れる機能要件としては、図1に示す

ような機能の部品化、シングル・ユ

ーザー IDの開発、インタフェース

の標準化、顧客のアプリケーション

を進化させるような提案が必要であ

り、それをサポートするのが我々の

IP NGNです。

―IP NGNのアーキテクチャ及び実

現する技術の詳細は、各論の頁でご

紹介しますが、ポイントをお聞かせ

ください。

堤 IP NGNは、お客様、サービス、

そしてネットワークの包括コネクシ

ョンを実現するもので、現在のネッ

トワークの優れた点を融合する理想

的なネットワークを目指していま

す。このため、前述したように、ネ

ットワーク、サービス、アプリケー

ションの３つのレイヤーのコンバー

ジェンスを実現します。ネットワー

ク・レイヤーでは、C A P E X／

OPEX（Capital Expenditure;資本

コスト／Operational Expenditure;

運用コスト）の削減やネットワーク

への効率的な投資、サービス・レイ

ヤーでは、安心安全な広範囲なアク

セスサービスの継続性、アプリケー

ション・レイヤーでは利益向上につ

ながるブロードバンド上での新しく

画期的な IPによるデータ／音声／

ビデオサービスのインテグレーショ

ンを実現します。

これらの内、最も重要なのがサー

ビス・レイヤーのコンバージェンス

です。シスコは、NGN上で展開さ

れるクワッドプレイ（音声、ビデオ、

データ、モビリティ）実現のための

オープンフレームワーク「SEF（サ

ービス・エキスチェンジ・フレーム

ワーク）」を提供しています。この

SEFが IP NGNの心臓部といって

も過言ではありません。サービスに

関して、ハイウェイからトールウェ

イへの移行、すなわち均一料金から

付加価値集積モデルへのサービス展

開をSEFによって実現するという

のがシスコの考えです。

―最後に、今後のサービスプロバイ

ダー戦略をお聞かせください。

堤 サービス展開からネットワーク

構築、需要拡大、ビジネス最適化ま

で、成功のための最も重要なパート

ナーとしての役割を果たすというの

が基本戦略です。そのため年間 42

億ドルの開発投資を行っています。

2004年に IP NGNのコンセプトを

発表してから、今日まで様々な拡充

を図ってきました。すでに、BT、

AT&Tをはじめ多くのキャリア様に

IP NGNをご採用いただいておりま

す。NTTグループ様のNGNの商用

化も間近ですが、顧客分野、大陸を

超えてIP NGNを積極的に推進して

いきたいと思います。

―本日は有難うございました。

（聞き手・構成：編集長　河西義人）
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